
(57)【要約】

【課題】ラップの切り離しを容易とし、更には、湿気に

よる張り付きなどに対処したラップの収納箱を提供する

こと。

【解決手段】箱主体と、この箱主体の上方に開閉自在に

設けられた蓋体と、蓋体の先端部に設けられ引き出され

たラップを切断する切断部と箱主体の前面板に切断部と

交差しつ、且つ、箱主体長手方向の略中央部分に設けら

れた指用凹所部とを有し、且つ、前記切断部の一部をこ

の指用凹所部方向に折り曲げるようにラップ収納箱を構

成したこと。

【選択図】　　図１

JP 2004-276948 A 2004.10.7



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
箱 主 体 と 、 こ の 箱 主 体 の 上 方 に 、 開 閉 自 在 に 設 け ら れ た 蓋 体 と 、 蓋 体 の 先 端 部 に 設 け ら れ
、 引 き 出 さ れ た ラ ッ プ を 切 断 す る 切 断 部 と 、 箱 主 体 の 前 面 板 に 切 断 部 と 交 差 し つ 、 且 つ 箱
主 体 長 手 方 向 の 略 中 央 部 に 設 け た 指 用 凹 所 部 と を 有 し 、 且 つ 、 前 記 切 断 部 の 一 部 を こ の 指
用 凹 所 部 方 向 に 折 り 曲 げ る よ う に 構 成 し た ラ ッ プ 収 納 箱 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の ラ ッ プ 収 納 箱 に 於 い て
指 用 凹 所 部 は 開 放 し て い る も の で あ る ラ ッ プ 収 納 箱 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 記 載 の ラ ッ プ 収 納 箱 に 於 い て
箱 主 体 の 蓋 体 の 先 端 に 設 け ら れ た 切 断 部 は 中 央 部 か ら 端 方 向 に テ ー パ 状 に 形 成 さ れ て い る
も の で あ る ラ ッ プ 収 納 箱 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ 記 載 の ラ ッ プ 収 納 箱 に 於 い て
箱 主 体 の 蓋 体 の 先 端 に 設 け ら れ た 切 断 部 は 、 前 面 板 自 身 に 鋸 歯 状 の 切 り 刃 を 形 成 す る か 、
あ る い は 金 属 性 の 鋸 歯 状 の 切 り 刃 を 前 面 板 に 別 部 品 と し て 所 望 の 取 り 付 け 手 段 に よ っ て 設
け た も の で あ る ラ ッ プ 収 納 箱 。
【 請 求 項 ５ 】
箱 主 体 と 、 こ の 箱 主 体 の 上 方 に 、 開 閉 自 在 に 設 け ら れ た 蓋 体 と 、 蓋 体 の 先 端 部 に 設 け ら れ
、 引 き 出 さ れ た ラ ッ プ を 切 断 す る 切 断 部 と を 有 し 、 且 つ 、 前 記 切 断 部 の 一 部 を 箱 主 体 方 向
に 折 り 曲 げ る よ う に 構 成 し た ラ ッ プ 収 納 箱 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は ラ ッ プ 収 納 箱 に 属 し 、 更 に 詳 し く は 、 ラ ッ プ の 切 り 離 し や 引 き 出 し が 容 易 な ラ ッ
プ 収 納 箱 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ３ ６ ６ ０ ８ ０ 号
食 品 を 容 － 器 に 入 れ 冷 蔵 紺 な ど に て 保 存 す る と き や 、 電 子 レ ン ジ に て 加 熱 調 理 す る と き な
ど に 、 容 器 の 上 面 を ラ ッ プ に て 覆 い 、 食 品 の 水 分 蒸 発 や 品 質 の 低 下 を 極 力 防 止 す る た め に
用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ラ ッ プ は 通 常 収 納 箱 に 収 納 さ れ て お り 、 使 用 時 に 所 望 の 量 だ け 収 納 箱 か ら 引 き 出 し て 使 用
さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
前 記 従 来 技 術 に 於 い て 、 実 際 の 使 用 時 に 収 納 箱 前 面 板 に 水 滴 が 付 着 し た り す る と 、 ラ ッ プ
は 箱 前 面 板 に 密 着 状 態 に 張 り 付 い て し ま い 、 次 な る 使 用 の 取 り 扱 い を 困 難 な も の と さ せ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ れ ら に 対 処 す る 為 、 当 発 明 者 は ラ ッ プ の 引 き 剥 が し を 容 易 に す る た め に 前 記 特 許 文 献 １
記 載 の 発 明 を 提 案 し た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の 提 案 に よ っ て ラ ッ プ の 引 き 剥 が し に つ い て は 解 決 さ れ た が 、 ラ ッ プ の 切 断 に つ い て の
検 討 は 充 全 に は 行 わ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
一 方 、 ラ ッ プ は 一 部 に 切 れ 目 が 生 じ る と 、 そ れ を 起 点 と し て 容 易 に 切 断 で き る 性 質 を 有 し
て い る も の で あ る 。

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-276948 A 2004.10.7



【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 、 い わ ゆ る カ ッ テ ィ ン グ 性 を 向 上 す る こ と を 主 た る 目 的 と し 、 次 い で 、 本 発 明 者
が 提 案 し て い る 引 き 剥 が し 容 易 性 に 加 え 、 こ の 性 質 を 利 用 し て 更 な る カ ッ テ ィ ン グ 性 を 向
上 す る ラ ッ プ 収 納 箱 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て な さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 課 題 は 、 箱 主 体 と 、 こ の 箱 主 体 の 上 方 に 、 開 閉 自 在 に 設 け ら れ た 蓋 体 と 、 蓋 体 の 先 端
部 に 設 け ら れ 、 引 き 出 さ れ た ラ ッ プ を 切 断 す る 切 断 部 と を 有 し 、 且 つ 、 前 記 切 断 部 の 一 部
を 箱 主 体 方 向 に 折 り 曲 げ る よ う に 収 納 箱 を 構 成 す る こ と 、 あ る い は 、 箱 主 体 と 、 こ の 箱 主
体 の 上 方 に 、 開 閉 自 在 に 設 け ら れ た 蓋 体 と 、 蓋 体 の 先 端 部 に 設 け ら れ 、 引 き 出 さ れ た ラ ッ
プ を 切 断 す る 切 断 部 と 、 箱 主 体 の 前 面 板 に 切 断 部 と 交 差 し つ 、 且 つ 箱 主 体 長 手 方 向 の 略 中
央 部 に 設 け た 指 用 凹 所 部 と を 有 し 、 且 つ 、 前 記 切 断 部 の 一 部 を こ の 指 用 凹 所 部 方 向 に 折 り
曲 げ る よ う に ラ ッ プ 収 納 箱 を 構 成 す る こ と に て 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 は 本 発 明 の 一 実 施 例 を 示 す も の で 、 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 収 納 箱 の 蓋 体 を 開 い た
状 態 の 斜 面 図 、 図 ２ は 同 じ く 蓋 を 閉 じ た 状 態 の 斜 面 図 、 図 １ １ は 収 納 箱 の 展 開 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
収 納 箱 は 、 図 １ １ の よ う に 裁 断 さ れ た や や 厚 め の 紙 か ら 構 成 さ れ る 。 こ の 図 で 点 線 は 谷 折
の 部 分 で 、 図 示 上 で 、 そ れ ぞ れ 左 右 の 耳 部 分 は 糊 付 け に 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 で ロ 、 ハ 及 び 二 の 部 分 は ラ ッ プ ロ ー ル Ｗ を 収 納 す る 箱 主 体 １ を 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ホ と へ は 蓋 体 ２ を 構 成 す る 。 符 号 ３ で 示 す 点 線 部 分 が 箱 主 体 １ と 蓋 体 ２ を 開 閉 自 在 に 接 続
す る ヒ ン ジ と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
イ は ラ ッ プ の 巻 き 戻 り や 飛 び 出 し を 防 止 す る 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
４ は 蓋 体 ２ の 先 端 部 に 金 属 で 形 成 さ れ た カ ッ タ ー ４ で 、 引 き 出 さ れ た ラ ッ プ を 、 所 望 の 長
さ に 切 断 す る も の で あ る 。 但 し 、 へ の 紙 材 が 相 当 硬 質 の 場 合 は 、 紙 材 そ の も の に 鋸 状 刃 を
形 成 し 、 こ の カ ッ タ ー ４ を 省 略 す る こ と が で き る 。 以 降 、 こ れ ら の 鋸 歯 状 刃 等 は カ ッ タ ー
４ で 総 称 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ３ に お い て 、 ロ で 構 成 さ れ る 前 面 板 ６ に 押 し 出 し に よ っ て 形 成 さ れ た 指 用 凹 所 部 ５ で 、
そ の 大 き さ は 少 な く と も 人 差 し 指 の 指 先 の 挿 入 が 可 能 な 寸 法 と さ れ て い る 。 又 、 そ の 位 置
は 、 図 ２ に 示 す よ う に 蓋 体 ２ を 閉 じ た 状 態 で 、 カ ッ タ ー ４ の 略 中 央 部 分 と 交 差 す る 位 置 と
す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
言 い 換 え れ ば 、 こ の 位 置 は 切 断 さ れ た ラ ッ プ 端 面 線 と 交 差 す る 位 置 と も 言 え 、 又 、 こ の 位
置 は 箱 主 体 １ の 長 手 方 向 の 中 央 あ る い は 中 央 付 近 で あ る 。 こ の 位 置 は 掴 ん だ ラ ッ プ の 引 き
出 し を ス ム ー ス に 行 え る 位 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の 構 成 に よ り 、 指 を 指 用 凹 所 部 ５ に 容 易 に 挿 入 す る こ と が で き る の で 、 切 断 後 の 前 面 板
６ に ラ ッ プ が 完 全 に 密 着 し た と し て も 、 切 断 さ れ た ラ ッ プ の 端 を 指 で 剥 離 し 容 易 に つ か む
こ と を 可 能 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の 指 用 凹 所 部 ５ は 、 前 面 板 ６ を 手 前 か ら の 押 し 出 し に よ っ て 形 成 し て あ る の で 、 外 気 や
虫 が 収 納 箱 に 入 る こ と が な く 衛 生 的 で あ る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
又 、 指 用 凹 所 部 ５ の 底 部 が 指 を 挿 入 す る と き の ガ イ ド に な っ て 、 前 記 の よ う に 、 ラ ッ プ の
端 部 を 剥 が し ス ム ー ス に つ か む こ と が 出 来 、 こ れ に よ っ て ラ ッ プ の 引 き 出 し を 容 易 に 行 う
こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
次 に 指 用 凹 所 部 ５ の 他 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 、
図 ５ は 前 面 板 ６ に 穴 ５ １ を 開 け 、 別 途 紙 で 構 成 し た 覆 い 部 材 ５ ２ を 穴 ５ １ の 裏 面 外 周 に 糊
付 け し た も の で あ る 。 又 、 外 気 や 虫 の 侵 入 が 防 止 さ れ る の で 衛 生 的 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ４ は 、 指 用 凹 所 部 ５ の 底 部 を 、 収 納 箱 の 底 辺 ま で 切 り 込 み 、 そ の 裏 面 に 覆 い 部 材 ５ ２ を
接 着 剤 等 に よ っ て 接 着 し た も の で あ る 。 こ の 構 成 は 、 こ の 切 り 込 み が 収 納 箱 の 底 部 に 達 し
て い る の で 切 断 さ れ た ラ ッ プ の 端 を つ か む こ と が 更 に 容 易 で あ る 。 又 、 前 記 と 同 様 、 外 気
や 虫 の 侵 入 が 防 止 さ れ る の で 衛 生 的 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ６ は 、 前 面 板 ６ に 穴 を 開 け 、 前 記 紙 材 に 代 え て 発 砲 ス チ ロ ー ル で 形 成 し た 覆 い 部 材 ５ ２
を 穴 の 裏 面 外 周 に 貼 着 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ７ は 前 面 板 ６ に ２ 本 の 切 込 み を 開 け 、 ２ 本 の 切 り 込 み 間 を 裏 面 に 押 し 出 し 形 成 し 、 覆 い
部 材 ５ ２ を 形 成 し た も の で あ る 。 こ の 構 成 は 前 記 図 ４ 乃 至 図 ６ に 示 し た 構 成 に 比 し て 製 造
が 容 易 な 反 面 、 外 気 の 流 入 が フ リ ー と な り 、 又 、 虫 や ゴ ミ の 侵 入 を 否 定 で き な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ８ は 、 前 記 同 様 前 面 板 ６ に ２ 本 の 切 込 み を 開 け 、 ２ 本 の 切 り 込 み 間 部 分 を 裏 面 に 押 し 出
し 、 一 方 を 図 に 示 す よ う に 切 断 し て 形 成 し た も の で あ る 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 図 ７ に 比 較
し て 、 指 用 凹 所 部 ５ を 深 く 形 成 す る こ と が 出 来 る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
前 述 の よ う に 、 指 用 凹 所 部 ５ は 種 々 の 形 態 が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
次 に 、 蓋 体 ２ 先 端 部 に 設 け ら れ る 切 断 部 と な る カ ッ タ ー ４ の 構 成 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
前 記 蓋 体 ２ の 先 端 部 に 設 け ら れ る カ ッ タ ー ４ は 、 元 来 、 収 納 箱 と は 別 途 に 構 成 さ れ 、 後 に
蓋 体 の 先 端 部 に 取 り 付 け ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
次 に 、 カ ッ タ ー ４ 自 身 の 形 状 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
カ ッ タ ー ４ は 、 主 に 金 属 板 に 鋸 歯 を 形 成 し て 構 成 さ れ る が 、 一 部 に は 箱 自 身 に 鋸 歯 が 構 成
さ れ た も の も あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 ９ は 、 カ ッ タ ー ４ の 略 中 央 部 の 一 定 部 分 に 折 り 曲 げ 部 を 設 け 、 こ の 折 り 曲 げ 部 を 、 先 端
に 丸 み を 有 し た 半 円 形 状 ４ － １ に 構 成 し た 状 態 を 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ の 半 円 形 状 ４ － １ は 、 箱 主 体 １ の 前 面 板 ６ に 設 け ら れ た 、 指 用 凹 所 部 ５ に 入 り 込 む 形 状
と な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
図 １ ０ は 、 他 の 例 を 示 す も の で 、 こ の 折 り 曲 げ 部 を 、 前 記 の 指 用 凹 所 部 ５ 方 向 に 向 け 先 端
を 鋭 角 ４ － ２ に 構 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
前 記 構 成 の う ち 、 前 者 の 半 円 形 状 ４ － １ は 全 体 的 に ゆ る い カ ー ブ を 描 い て い る の で 、 使 用
時 に お い て 指 等 の 素 手 へ の 損 傷 を 招 く こ と が 防 止 さ れ 、 安 全 性 の 高 い も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
一 方 、 後 者 の 先 端 部 を 鋭 利 に 形 成 し た 方 が 、 ラ ッ プ 面 に 切 り 離 し の 起 点 を 設 け る 点 で は 有
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利 で あ る が 、 使 用 時 に 鋭 利 部 分 に よ る 指 等 の 素 手 へ の 損 傷 等 が 予 想 さ れ 、 安 全 性 に お い て
は 不 利 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
前 記 構 成 で 当 発 明 者 が カ ッ テ ィ ン グ 性 に つ い て 検 証 し た と こ ろ 、 両 者 に 実 用 上 の 特 段 の 相
違 は 認 め ら れ ず 、 安 全 性 か ら 前 者 の 構 成 が 有 利 で あ る こ と が 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
尚 、 前 述 以 外 の 指 用 凹 所 部 ５ に 入 り 込 む 折 り 曲 げ 部 の 形 状 は 、 本 発 明 の 対 象 と す る も の で
あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
前 記 構 成 に よ れ ば 、 カ ッ タ ー ４ に 折 り 曲 げ 部 を 設 け た の で 、 こ の 折 り 曲 げ 部 に よ っ て ラ ッ
プ に 切 り 込 み が 施 さ れ 、 こ の 部 分 か ら 端 方 向 へ 切 込 み が 走 り 、 結 果 と し て ラ ッ プ が 容 易 に
切 り 離 さ れ る の で 、 ラ ッ ピ ン グ が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
更 に 、 前 記 に 加 え 、 指 用 凹 所 部 ５ と の 作 用 と 相 俟 っ て ラ ッ プ の 引 き 剥 が し を 容 易 に し て い
る の で 、 更 に ラ ッ ピ ン グ を 容 易 に 行 う こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
尚 、 前 記 一 実 施 形 態 の ほ か に 応 用 形 態 や 変 形 例 も 考 え ら れ る が 、 こ れ ら も 本 発 明 の 技 術 的
範 囲 内 に 入 る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 述 べ た よ う に 本 発 明 は 、 折 り 曲 げ 部 に よ っ て カ ッ テ ィ ン グ 性 を 向 上 す る こ と が で き 、
更 に 指 用 凹 所 部 の 作 用 と 相 俟 っ て 引 き 剥 が し が 容 易 に な り 、 更 な る カ ッ テ ィ ン グ 性 を 向 上
し た ラ ッ プ 収 納 箱 を 提 供 す る こ と が で き た も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 す も の で 、 蓋 体 を 開 い た 状 態 の 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 同 じ く 蓋 体 を 閉 じ た 状 態 の 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 同 じ く 指 用 凹 所 部 付 近 の 断 面 図 。
【 図 ４ 】 同 じ く 他 の 実 施 形 態 の 指 用 凹 所 部 付 近 の 断 面 図 。
【 図 ５ 】 同 じ く 他 の 実 施 形 態 の 指 用 凹 所 部 付 近 の 断 面 図 。
【 図 ６ 】 同 じ く 他 の 実 施 形 態 の 指 用 凹 所 部 付 近 の 断 面 図 。
【 図 ７ 】 同 じ く 他 の 実 施 形 態 の 指 用 凹 所 部 付 近 の 断 面 図 。
【 図 ８ 】 同 じ く 他 の 実 施 形 態 の 指 用 凹 所 部 付 近 の 断 面 図 。
【 図 ９ 】 同 じ く カ ッ タ ー に 一 実 施 例 の 形 状 構 成 を 施 し た 状 態 の 単 体 平 面 図 。
【 図 １ ０ 】 同 じ く カ ッ タ ー に 他 の 実 施 例 の 形 状 構 成 を 施 し た 状 態 の 単 体 平 面 図 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 す も の で 、 収 納 箱 の 組 み 立 て 前 の 展 開 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ － － － － － 箱 主 体 、 　 　 ２ － － － － － 蓋 体 、 　 　 ３ － － － － ヒ ン ジ 、 　 　 ４ － － － － カ
ッ タ ー
５ － － － － － － 指 用 凹 所 部 、 　 　 ６ － － － － － 前 面 版 、 　 　 ５ １ － － － － － 穴
５ ２ － － － － － － 覆 い 部 材 、 　 　 ４ － － － － － １ 半 円 形 状
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【 図 ３ 】
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